コンテンツ版バイ・ドール契約書

[bookmark: _Hlk196551376]【発注者】◎◎◎◎◎◎◎◎（以下、「甲」という）と　【請負者】〇〇〇〇〇〇〇〇（以下、「乙」という）は、●●●●●●●●●●（以下、「●●●●」という）に基づき制作された最終成果物「○●○●」及びその制作過程で作成された、印刷データ、デザイン、原稿等の中間生成物（以下併せて「本件著作物等」という。）に係る著作権（以下、「本件著作権」という。）、所有権及び利用権（以下、併せて「本件対象権利」という。）について以下の通りのコンテンツ版バイ・ドール契約（以下、「本契約」という。）を結ぶ。

第1条（権利の帰属）
1. 本件対象権利は、本契約の定め又は甲乙間で別途書面による合意のない限り、乙に帰属する。ただし、本件対象権利のうち、印刷物として納品された最終成果物に係る所有権に限り、甲に帰属する。
2. 甲は、本契約に別段の定めがある場合を除き、当該最終成果物に係る所有権が甲に帰属することで、乙の本件対象権利が譲渡、移転、利用許諾されるものでないことを確認する。

第２条（利用許諾等）
1. 乙は、甲に対し、次に定める条件・範囲で、本件対象権利の利用を許諾する。
	許諾の対象とする権利

	[bookmark: チェック1]|_|本件著作権
|_|利用権（印刷データ・デザイン・原稿データ・その他［　　　　　　　　　　］）
|_|その他［　　　　　　　　　　　　］

	案件名（契約名・契約件名等）

	

	利用目的

	

	利用対象媒体（名称・仕様）

	

	利用対象媒体の数量
	［　　　　　　　］
※この数量を超えて利用する場合は別途の合意を要する

	利用期間
	●●●●年●●月●●日〜●●●●年●●月●●日
※利用数量内であっても、この期間を超過する場合は、別途の合意を要する

	第三者への再許諾
	[bookmark: チェック2]|_|認めない
|_|次に記載する者に限り認める［　　　　　　　　　　］

	備考

	


2. 本契約に定めのない限り又は別途書面による合意をしない限り、前項に定める許諾の範囲に、甲が、第三者に対して本件対象権利の利用を再許諾することは含まれない。

3. 乙は、甲及び第２条第１項で再許諾を認められた第三者による実施について、「●●●●」第３条の定めによるほか、著作者人格権を行使しないものとする。ただし、甲が本件著作物を著しく改変し、乙の名誉又は声望を害する方法で利用する場合はこの限りではない。
4. 乙は、本件著作物及びその二次的著作物の公表に際し、自己の成果である旨を明示することができる。

第３条（許諾料）
1. [bookmark: _Hlk196555909]甲は、本件著作権の利用許諾料として金〇●〇●〇●〇●円（消費税〇●〇●円を含む）を、●年●月●日までに、乙が指定する金融機関口座に振込み支払う。振込手数料は、甲の負担とする。
2. 甲及び乙は、前項に定める許諾料には、著作者人格権の不行使の合意に関する対価も含まれることを確認する。
3. 第２条に定める利用目的、利用範囲、利用期間等を変更した場合、甲は、変更後の利用範囲に相当する許諾料を、乙に支払うものとする。この場合において、変更後の内容について、甲乙協議のうえ、書面による合意をするものとする。

第４条（クレーム等の対応）
1. 甲は、第三者が本件著作権を侵害したとき、または侵害するおそれがあるときは、直ちに乙に報告し、乙が侵害排除のために甲らに協力を要請した場合は、それに協力する。
2. 甲及び第２条第１項で再許諾を認められた第三者が本契約の条件に従って本件対象権利を利用しているにもかかわらず、第三者より著作権侵害等に関するクレームを受けた際には、甲及び乙が協議して対応するものとする。

第５条（著作権の扱い）
1. 甲は、乙が次の各号のいずれの規定も遵守することを条件に、本件著作権を乙から譲り受けないものとする。
（1） 乙は、本件著作権について、遅滞なくその種類その他の情報を甲に様式１により報告する。
（2） 乙は、甲が公共の利益のために特に必要があるとしてその理由を明らかにして求める場合には、無償で本件著作物を利用する権利を甲に許諾する。
（3） 乙は、本件著作物を相当期間活用していないと認められ、かつ、相当期間活用していないことについて正当な理由が認められない場合において、甲が活用を促進するために特に必要があるとしてその理由を明らかにして求めるときは、本件著作物を利用する権利を甲に許諾する。
（4） 乙は、本件著作権を甲以外の第三者に移転する場合には、合併又は分割により移転するときを除き、事前に甲の承認を受け、かつ、本契約の規定の適用に支障を与えないよう当該第三者に約させる。
2. 乙は、前項各号に定める規定のいずれかを遵守せず、遵守しないことにつき正当な理由がないと甲が認める場合、甲に本件著作権を譲り渡すものとする。
第６条 （契約期間）
1. 本契約の有効期間は､第２条で定める本件対象権利の利用期間と同期間とする。
2. 本件対象権利の利用期間が変更された場合は、その変更後の期間とする。

第７条（契約解除）
　当事者の一方に、本件契約に違反する行為があり、履行を催告した後14日が経過してもなお履行しない場合は、他方当事者は、本件契約を解除することができる。

第８条（契約終了後の措置）
1. 契約期間満了、解除等、本契約が終了したときは、甲は次の各号の措置を取らなければならない。
（1） 本件対象権利の利用及び提供の停止
（2） 乙より提供されたデータの破棄・消去
（3） 乙が提供した利用マニュアル等の資料の返還
（4） 乙より提供されたデータを破棄・消去した旨の通知
2. 第１項（１）の特例として、期間満了による契約終了の日から１年間は、本件対象権利を利用して作成した既に印刷済みのパンフレットその他の出版物が契約終了時に存在する場合に限り頒布することができる。

第９条（損害賠償）
　甲及び乙は、他方当事者による本契約違反が発生した場合は、他方当事者にその損害の賠償を求めることができる。

第１０条（協議）
　本契約に定めなき事項または本契約の解釈に疑義が生じた事項については、甲乙間において真摯に協議するものとする。

第１１条（合意管轄）
　本契約に関し裁判上の紛争が生じたときは、甲の所在地を管轄する裁判所を第一審の管轄裁判所とする。

[bookmark: _Hlk196555703]本契約成立の証として本書を2通作成し甲乙記名押印のうえ各1通保管する。　

令和　年　月　日　

（1） 　　　　　　　　　　　　　　



（2） 　　　　　　　　　　　　　　
（様式１）
令和    年    月     日
【甲】
　　　○○　　殿

【乙】
住　　　　　所
名　　　　　称
代 表 者 氏 名


著 作 物 通 知 書


  コンテンツ版バイ・ドール契約書第５条第１項第１号の規定に基づき、下記のとおり通知します。

記

１．契約件名等
	契約締結日
	

	契約件名
	




２．開発項目

３．著作物の種類

４．著作物の題号

５．著作者の氏名（名称）

６．著作物の内容



